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【調査研究の概要】 

・私たちの放射能測定プロジェクトは福島原発事故の発生に伴い、住民、特に放射線影響が高い子どもの被ばく

を低減させて健康被害を抑えることを目的としてスタートしました。 

・本年度の活動計画として次の目標を挙げました。①リネン吸着法による大気中浮遊塵の放射能調査。②子ども

を中心とした尿検査の拡大。③甲状腺がん多発など、健康被害の実態と低線量被ばくの危険性についての研究

と啓発。 

・尿検査では、新たに岩手県盛岡市、千葉県流山市、白井市などの保護者グループとの連携が拡大できました。

また特記的には京都府在住の自主避難者のグループとの連携もできました。このような連携の拡大の結果、本

年度は合計 117名の方の尿検査を実施しました。2011年からの累計では延べ 647人に上ります。これらの検

査の積み重ねにより、居住区域による尿中セシウム濃度の違い、関西への自主避難者では全員不検出（検出限

界 0.02～0.05Bq/L）であることなどが明らかになりました。 

・リネン吸着法では新たに 45ヶ所で調査を行いました。プロジェクト累計では 132ヶ所となりました。これら

の結果についてはフクロウ通信やちくりん舎のウェブサイトなどで随時公開しています。本年度の特記的な事

項として、岩手県一関市で放射能汚染ゴミ焼却に反対する 2つのグループとの連携が始まりました。焼却炉か

らの放射能の二次拡散の実態調査を通じて、汚染牧草焼却中止、焼却炉増設反対の運動を支援する活動を展開

しています。 

【調査研究の経過】 

・各地での尿検査を継続した。2016年 4月始め～2017年 3月末までの期間での検査実施者は 117名。 

・リネン吸着法による大気中粉塵の放射能調査を継続した。2016 年 4 月始め～2017 年 3 月末までの期間での

調査個所は 45か所。調査開始以来の累計では 132か所。 

・2016年 7月に仁木工芸㈱と共同で南相馬市内、富岡町などでガンマ線イメージングによる放射能汚染実態の

視覚化に取り組んだ。民家の居久根（屋敷林）や玄関脇樋下などの汚染実態の可視化に成功した。焼却炉周辺

の汚染可視化はバックグラウンドの影響で適用が難しいことが判明した。 

【今後の展望など】 

・引き続き各地との連携強化で尿検査実施者を推進してゆく。 

・リネン吸着法は従来、福島県内外で住宅環境の調査の側面が強かった。昨年後半より、除染ゴミ焼却反対の運

動と連携しての調査が増えている。リネン吸着法のみで焼却炉からの二次拡散を立証することは困難である。

リネン吸着法、土壌汚染調査、地形と風向などのミクロ気象分析などにより焼却炉からの二次拡散問題を明ら

かにしてゆくことが課題である。 
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放射能測定プロジェクトの目的 

福島原発事故による放射能拡散のもとで、住民、特に子
どもの被ばくを低減させて将来の健康被害を抑える。 

2016年度活動計画 
① リネン吸着法による大気中浮遊塵の放射能調査。 
② 子どもを中心とした尿検査の拡大。 
③ 甲状腺がん多発など、健康被害の実態と低線量被ばく
の危険性について研究と啓発。 



2016年度活動状況 
活動時期 内容 

通年 各地で尿検査を継続。1年間での検査実施者は117名。累計で延べ647人に検
査を実施。今年度の検査者内訳は千葉県42名、東京都19名、岩手県18名、京
都府（自主避難者）17名、新潟県11名、他であった。 

通年 放射能被ばく問題関係の学習会、講演会などで12回の講演を実施。 

2016年7月 各地で尿検査を推進するグループが一同に会しての交流会実施。 

通年 リネン吸着法による大気中粉塵の放射能調査を継続。1年間で45か所実施。調
査開始以来の累計では132か所となった。今年度の検査地点は岩手県26か所、
福島県16か所、千葉県3か所。 

通年 焼却炉からの放射能二次拡散、除染ごみ焼却と再利用問題の学習会、院内集
会などで8回の講演を実施。 

2016年7月 南相馬市などでガンマ線イメージングによる放射能汚染実態可視化の取り組み。 

2016年9月 
～2017年3月 

岩手県一関市大東清掃センターでの汚染牧草焼却に反対するグループと連携
して周辺の汚染実態調査。 



本日の報告内容 

ガンマ線イメージングのこころみ 
  ・・汚染実態の可視化にむけて。 

浪江町山林火災による放射能拡散調査 
  ・・リネン吸着法の新たな活用事例。 



ガンマ線イメージング調査～南相馬20ミリ裁判原告の皆さんと～ 

調査の背景 

• 南相馬避難基準20ミリ撤回訴訟支援 
軒先と庭の真ん中測定で避難指定解除。 
実際には生活圏のいたるところにホットスポットがある。 
数値だけでは司法や行政、社会への説得力が不足。 
 ⇒汚染状況を可視化できないか。 

• 各地での放射能汚染ゴミ焼却に反対する運動 
東日本各地で放射能汚染ゴミの焼却。 
焼却炉のバグフィルターは放射能を回収できない。 
焼却炉周辺での環境影響・健康影響が避けられない。 
⇒バグフィルターからの放射能漏れを実証できないか。 



ガンマ線イメージング機材 

• 米PHDS社製ゲルマニウム半導体ガンマ線イメージング装置
GeGI( Germanium Gamma Ray Imager) 

放射線測定専門商社が米国製の機材を輸入してみたものの・・ 
  政府・自治体関係者は「そんなもの要らない」、「見向きもしない」。 

 ⇒ 「せめてフィールド・テストをしてみたい」。 
 ⇒フクロウの会・ちくりん舎と共同で福島でフィールド・テストをしてみることに。 



南相馬市原町区の調査の様子 

屋外での使用にはフクロウの会・ちくりん舎の技術も貢献。メーカーとの共同作業で撮影に成功。 



南相馬市原町区S氏宅のガンマ線イメージング画像  



南相馬市原町区S氏宅のガンマ線イメージング画像  



南相馬市原町区H氏宅のガンマ線イメージング画像  



この取り組みが、先日のテレビ朝日「報道ステーション」での報道につながった。
南相馬市のホットスポットの実態を示す画像は驚きをもって受け止められた。 

南相馬市原町区H氏宅のガンマ線イメージング画像  



過去最大規模であった浪江町山林火災 
• 2017年４月２９日（土）福島県浪江町井手の十万山において山林

火災が発生。 

• 地元消防により消火活動を実施し鎮圧するも再燃が確認。 

• ３０日（日）１２時００分、福島県知事から陸上自衛隊第６師団長
（神町）に対して、山林火災の空中消火活動に係る災害派遣要請。 

• １１日間に及ぶ活動の規模は、航空機延べ１０１機（散水回数１１
７０回）、人員延べ約２６５０名。 

 

活動規模 
空中消火 

地上消火 
航空機 散水量 散水回数 

４月３０日（日） ５機 約１１６．０t ３４回 

５月１日（月） ８機 約３１１．０t ９１回 

５月２日（火） ８機 約５１４．５t １４７回 約２２０名 

５月３日（水） １３機 約６３４．５t １８０回 約４４０名 

５月４日（木） １４機 約１，３００．０t ３０５回 約４２０名 

５月５日（金） １４機 約１，１３４．０t ２３４回 約４２５名 

５月６日（土） １３機 約４９８．５t １４２回 約４２５名 

５月７日（日） １１機 約５２．０t ２３回 約２５５名 

５月８日（月） ８機 約１．０t ２回 約２３５名 

５月９日（火） ５機 約６．０t １２回 約２３０名 

５月１０日（水） ２機 ０t ０回 ０ 

合計 延べ１０１機 約４５６７．５t １１７０回 約２，６５０名 

• 過去１０年の山林火災に伴う災害派遣実績の１件当たりの平均
活動規模と比較すると、日数で４．５倍、航空機数で８．２倍、散
水量で約１７倍であり、過去最大規模の派遣活動。  

 

写真は陸上自衛隊HPより http://www.mod.go.jp/gsdf/news/dro/2017/20170511.html  

陸上自衛隊HPの記述より 表は防衛省・自衛隊HPより 

http://www.mod.go.jp/gsdf/news/dro/2017/20170511.html


放射能拡散を心配することはデマなのか？異様な報道状況 

•大手メディアの報道ほとんどなし。 
•5月2日紀伊民放コラム記事・・ 『放射能汚染の

激しい地域で山火事が起きると、高濃度の放射
性物質が飛散し、被ばくの懸念がある。（中略）政
府も全国紙も、この現実にあまりにも鈍感過ぎる
のではないか』 
•5月3日福島民友記事『浪江の山火事デマ拡散 
専門家ら「まどわされないで」』 
•5月8日産経新聞電子版「福島・浪江の火事で

ネットにデマ情報『放射性物質拡散』雁屋哲さん
や地方紙も言及」。 
•5月９日紀伊民放が謝罪記事。『多くの方に心配

をかけ、迷惑を与えた』、『内部被曝のリスクなど
を考えると、いまも心配でならない』と記述。 

•福島県はこれだけの大規模山林火災にもかか
わらず公式見解発表なし（5月31日現在）。 

ふくいちモニタリングプロジェクト 小澤洋一氏プレゼン資料より 



「線量に変化なし」は安全の根拠となりうるのか？ 
【朝日新聞5月9日】 

福島県浪江町の山林で４月２９日、山火事が起き、１１日目の９日までに約５０ヘクタールが焼けた。現
場は東京電力福島第一原発事故に伴う帰還困難区域内で、県は放射線モニタリングポストを増設して
放射線量を監視しているが、目立った数値の変動はないという。 
 
【福島民報5月9日】 
空間線量、大きな変動なし 浪江の山林火災、県が測定値公開 

浪江町の十万山での火災発生以降、県は現場周辺の放射線量の監視を強化しているが、８日現在、火
災前に比べ「大きな変動はない」とみている。県は放射線量の測定結果をウェブサイトで公開している。 
 
【日テレNews24 5月7日】 
浪江・山林火災 発生から８日目に「鎮圧」 

福島・浪江町の帰還困難区域にある十万山で先月２９日発生の山林火災について、現地対策本部は
「これ以上、燃え広がる可能性は低く、鎮圧状態になった」と発表。７日も残り火などの確認のため自衛
隊や消防が消火活動にあたった。周辺の放射線量に変動なし。 
 
【河北新報5月3日】 
＜浪江林野火災＞西側に数ヘクタール拡大    

東京電力福島第１原発事故の帰還困難区域にある福島県浪江町井手の国有林で発生した火災は２日、
２０ヘクタールを超えた延焼範囲が西側にさらに数ヘクタール拡大した。県などによると、けが人や建物
被害はなく周辺の空間放射線量に大きな変化はない。 



何が問題かー放射能汚染地域での山林火災 

●吸入による内部被ばく 

上昇気流による灰の巻き上がり、エアロゾル（煙）、燃焼ガスに
含まれる放射性物質を吸引して内部被ばく。 
1μm程度以下の細かい粒子ほど肺の奥に到達して排泄されに
くい。 
●放射性物質の再拡散 

エアロゾルにより放射性物質が周辺環境に再拡散。再汚染。汚
染地域の拡大。 

放射能汚染ごみ焼却でも同様な問題。山林火災では放射性物
質が全く捕捉・回収されることなく再拡散される。 

http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html  
国立環境研究所 大気中超微小粒子と心疾患  

大気中粉塵の放射能が問題。 

空間線量で大気中粉塵放射
能量は評価できない。 

http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html
http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html
http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html
http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html
http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html
http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html
http://www.nies.go.jp/kanko/news/27/27-1/27-1-04.html


十万山周辺の土壌汚染は4万Bq/㎡以上、100万、200万超えもある。 
高い土壌汚染のため空間線量率も高い（高バックグラウンド）。空気中粉塵の放射能量は空間線量で測定す

ることはできない。 
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フクロウの会・ちくりん舎・ふくいちモニタリングプロジェクト 
・都路測定所 共同の大気中粉塵調査（2017年5月1日～） 

H宅 



南相馬市O宅 南相馬市H宅 南相馬市希望の牧場 

浪江・双葉境界 高瀬川渓谷 田村市都路町ハイボリュー
ムエアダストサンプラ 

リネン設置状況・エアダストサンプラ設置状況 
調査協力：ふくいちモニタリングプロジェクト 小澤洋一氏  

     都路市民測定所 深田和秀氏 
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数キロの場所の違い・数時間の違いできわめて大きなばらつき 

降雨 

●山林火災による放射能拡散はプルーム状態（放射能雲）で飛んできている。 
●エアダストサンプラ運転は1日当たり３－４時間。これ以外の場所・時間帯でもっ
と濃度の高い放射能雲が飛んできている可能性がある。 

降雨 

福島県設置エアダストサンプラ測定結果の分析 
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●リネン吸着法は2週間の積算値、そこから平均値を評価している。瞬間的な高い濃度
のプルームは平均化されて見えなくなる可能性がある。 
●三ツ森山入り口での高濃度検出は極めて高濃度のプルームを捕捉した可能性もある。 
※該当場所のリネンは数時間地上に落下していたため参考値とした。 

リネン吸着法調査の各地の比較 
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風下風配図(5月1日~17日） 
（風下の方向を示す） 
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福島県エアダストサンプラ調査結果と風向の関係 
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まとめ 
 浪江町山林火災は1２日間にわたり燃え続け、自衛隊機延べ101機、自衛隊員延べ約2650人が出

動した過去最大規模の山林火災。現場は帰還困難区域であり高濃度に汚染した森林、落ち葉など
が12日間にわたり燃え続けた。 

 山林火災での放射能拡散は大気中粉塵の放射能を測定しなければ評価できない。空間線量率で
はその影響は評価できない。 

 我々の実施したリネン吸着法調査、エアダストサンプラ調査によれば、放射能の拡散は広範囲に及
び、少なくとも北側17kmの南相馬市原町区、西側14kmの田村市都路や葛尾村まで到達した。更に
広範囲に広がったと推定できる。 

 石熊公民館のエアダストサンプラ (29.1mBq/㎥) 、三つ森山入り口のリネン（125mBq/m2･h)など局所

的に極めて高濃度が検出された。放射能再拡散はプルーム状（放射能雲）に流れ、一様に希釈され
るわけではないことを示している。風向、地形などの影響により、局所的に極めて高濃度な放射能
が滞留する可能性がある。また場合によってはそれを人が吸い込んだ可能性も考えられる。火災現
場や上空はこれらよりも数桁高い値になったことが推定される。 

 国や福島県をはじめとする自治体は、今回の火災をふまえ、汚染地域での山林火災防止策、延焼
拡大防止策、避難基準などを早急に確立すべきである。 

 内部被ばくや放射能再拡散が問題である。国や自治体は、山林火災をはじめ環境中の放射能汚染
実態の評価において、大気中粉塵の放射能汚染濃度の監視を強化すべきである。 

 リネン吸着法による平常時からの監視が重要である。 



ご清聴ありがとうございました。 



謝罪に追い込まれた紀伊民放記事 



森林火災での放出はない？ 

大気浮遊じんの測定などはしていない 
ふくいちモニタリングプロジェクト 小澤洋一氏作成 



一般的な大気中粉塵の放射能分析方法 
エアダストサンプラー 

フ
ァ

ン フ
ィ
ル

タ
ー エアー 

流量計 

フィルターに吸着した放
射能量を測定する 
流した空気量を測定する。 
 

排気 

測定結果は 

 ベクレル/m3 
 1立法米あたりの空気中の放射能量 



リネン吸着法 
 －市民のアイデアで測定できることを実証 

リネン布に吸着した放射能を測定する 
（ゲルマニウム半導体測定器を使用） 

一定の大きさのリネン（麻）布を 
１０～14日放置 

リネン（麻）布を回収 

測定結果は 

 ベクレル/m2・h 
 1平方メートルあたり・1時間あたりの吸
着 
 放射能量で定量的に比較が可能 



回収したリネンの測定結果 



空間線量（Sv)で空気中粉塵の放射能量（Bq）は測れない 

●空間線量(Sv）として影響する
もの 

・土壌、草むらなどの放射性物
質からの放射線。 

・立ち木、屋根、壁、屋根等につ
いた放射性物質からの放射線。 
・宇宙線。 

・空気中に漂う自然放射能から
の放射線。 

●汚染土壌からの放射線量(Sv）

＝バックグラウンドは圧倒的に高
い。（次ページ参照） 

40,000Bq/㎡の表面汚染を仮定す

ると、モニタリングポスト周辺の
100㎡で400万Bq=1秒間に400万
発のγ線。 
空気中のホコリ10mBq/㎥を仮定
すると、1000㎥の空気中で10Bq=
秒間に10発のγ線。 
●放射線量は線源からの距離の2
乗に反比例。＝距離が10倍離れ
ると線量は100分の1。 

●空間線量で変化が出るのは極
めて高濃度のプルーム（放射能
雲）が接近した場合。 

宇宙線 

草むら 

土壌 

建物 

立ち木 

空気中の自然放射
能 

山林火災による粉塵 
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新たに岩手県盛岡市、千葉県流山市、白井市などの保護者グループと

の連携拡大。 

各地のグループと連携拡大―尿検査と被ばく最小化 

地域のグループでの講演会、勉強
会などで尿検査の説明 

地域の推進者と連携して尿検査の
推進 

結果報告会、学習会の実施。 
各自が対策を考えて 
3カ月～半年後に再検査実施。 

地域での被ばく最小化の取り
組み拡大・強化。 
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尿検査結果 － 地域による違い(調査期間2013/4～2017/3) 

フクロウの会/放射能測定プロジェクト調査 
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●京都周辺へ自主避難中の5家族17名の尿検査を実施した。 
 結果はいずれも不検出（検出限界0.02～0.05ベクレル／㍑）。 

関西地方へ自主避難した家族への尿結果 

--家族全員で検査を受けたAさんからのメール（抜粋）-- 

結果は素直に喜んでいます。学校給食は食べさせているので、その点は心配がありました。
私たち親は、避難してからさんまなど北の魚を一切口にしていませんが、子供たちは給食で
食べたりしていましたから。（中略）結果的に、避難さえできればよいのでしょうが、なかなか
現実は大変です。幸いにも自営なので自力で仕事をつくってはいますが、借金は5年前の3

倍くらいになっていますし、売り上げが当時を超えることはなく、厳しい経営は続いています。
福島の家は潰えていくばかりで、帰宅修理は二の次で、こちらの生活でいっぱいいっぱい
ですね。そんな中でも、今回の検査結果は、嬉しく なによりの支援となったことは確かです。
私達の考えが間違いなかったのだと、証明していただいたようなものです。ありがとうござい
ました。やはり、子供優先で動くことが正解なのですね。昨今の震災が過去になりつつある
社会情勢で運営の大変ななか、今回の無料検査をしていただきとても感謝しています。 
--Aさん一家の生活状況アンケートから-- 

●コメは京都産、島根産。水は山の湧水。野菜は品種や季節により自家と地場（京都産）を
主体として。肉、魚の摂取は全体の1-2割以下。 

●子どもの学校給食は昨年のリクエストを若干取り入れてもらえた？西日本産材料使用に、
学校が今年から言及開始。 
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福島県エアダストサンプラ調査最大値の比較 

3.64mBq/
㎥ 
（5/11) 

29.1mBq/
㎥ 
（5/12) 

1.72mBq/
㎥ 
（5/12) 

●山林火災による放射
能拡散はプルーム状態
（放射能雲）で飛んでき
ている。 
●測定は1日当たり３－

４時間。これ以外の時
間帯でもっと濃度の高
い放射能雲が飛んでき
ている可能性がある。 
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